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住宅
団 地づくり

緑の台地を切りひらく力強いブル

ドーザーのひびき。久原のーかくに

いま住宅団地がつくられています。

ここ久原団地は、本年度より新た

に5ヶ年計画で 19 3戸の公営住宅

を建設しよう とするもので、昭和44

年度48戸が予定されています。

明るい台地に出現する住宅群はい

まから期待されています。

p大村公園花菖蒲の

見ごろは 5 日 ~ 10 日頃です。 d

大村市はまちづくりのひとつに住

宅都市政策をかかげています

これは予想される住宅の需要に対処

するとともに、九州横断自動車道な

どができて長崎や佐世保との時間き

よりが短かくなりベッドタウ ンと し

て開発されることが考え られるから

です。

~ 6月のこよみ 1 o日 時の記念日!
1 1日 入梅

を 1日 電波の日 2 1日 夏 至 3 

4日 むし歯予防デ- 2 5日 救らいの日 !

~ 日 計量記念日 2 8日 貿易記念日 j
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(2) りおおむ

義
務
教
育
の
充
実
と

社
会
教
育
の
振
興
を
は
か
る

危
険
校
舎
の
解
消
と
ブ

ー
ル
建
設
…
教
育
行
政
…

広
く
教
育
の
世
界
的
動
向
に
思

い
を
い
た
す
と
き
今
日
程
真
に
国

民
的
自
覚
に
た
っ
た
教
育
が
必
要

と
さ
れ
る
時
は
な
い
と
信
ず
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
こ
の
よ
う
な
目

市政だより
昭和33年4月22El第三種郵便物認可昭和44年 6月1日

c土ア
フロ

教
職
員
の
宿
日
直
を
廃

止
文
教
職
員
に
よ
る
宿
百
直
勤
務

を
廃
止
し
て
負
担
の
軽
減
を
は
か

り、

教
師
は
自
ら
研
鏡
を
積
み
、

日
々
の
教
育
活
動
の
充
実
に
よ
り

児
童
生
徒
の
労
力
向
上
と
体
力
の

充
実
を
は
か
り
更
に
児
童
生
徒
を

交
通
の
危
険
か
ら
守
る
た
め

P
T

A
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
教
育

の
徹
底
を
期
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
体
開
催
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
の
立
場
か
ら
も
強

力
に
市
民
運
動
を
推
進
し
、
実
践

活
動
を
通
じ
て
社
会
教
育
振
興
の

基
盤
と
な
る
地
域
連
帯
性
自
発
性

の
か
ん
養
に
つ
と
め
、
市
民
道
義

の
昂
揚
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
ま

す。
ま
た
青
少
年
の
健
全
な
育
成
は

当
面
の
重
大
な
問
題
で
あ
り
ま
す

の
で
、
成
人
教
育
の
振
興
に
よ
っ

て
社
会
環
境
の
改
善
に
つ
と
め
る

と
と
も
に
、

青
少
年
団
体
の
育
成

強
化
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
尚
本
市
に
は
埋
れ
た
ま
ま

消
防
力
の
整
備
強
化
と

消
防
水
利
の
確
保

消
火
栓
を
設
け
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め
る

…
消
防
行
政
…

消
防
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き

小
型
動
力
ポ

γ
プ
を
購
入
し
、
こ

れ
を
周
辺
地
域
に
配
置
し
て
消
防

力
の
整
備
強
化
を
は
か
り
、
さ
ら

に
消
防
水
利
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
水
道
事
業
の
拡
張
工
事
に

併
せ
て
消
化
栓
を
設
け
防
災
体
制

の
充
実
強
化
に
努
め
た
い
所
存
で

あ
り
ま
す
.

ま
た
水
防
の
面
に
お
き
ま
し
て

は
資
材
の
集
中
管
理
を
行
な
い
機

動
化
に
よ
る
有
事
即
応
の
目
的
で

消
防
庁
舎
横
に
水
防
倉
庫
を
建
設

す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

な
お
、
こ

の
建
物
は
職
員
の
訓
練

場
と
通
勤
用
車
輔
置
場
と
し
て
多

目
的
に
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
さ
ら
に
国
体
に
お
け
る
消
防
警

備
の
万
全
を
期
す
る
た
め
宿
泊
施

設
等
に
対
す
る
予
防
査
察
の
徹
底

を
図
か
る
な
ど
警
備
体
制
の
確
立

に
努
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

〆

の
文
化
財
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
与
放
置
す
れ
ば
滅
失
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
保

護
顕
彰
に
力
を
尽
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

又
社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は

施
設
の
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
育
成
を
は
か
り
市
民
球
技
大
会

を
軸
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
意
を
用
い
積
極
的
に
健
康
で

明
か
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
努
力

い
た
す
所
存
で
あ
り
志
す
@

-
|
第
十
一

回
全
国
水
道
週
間

i
l
l-

「

ー

六

月

一

日

か

ら

七

日

ま

で

!
i一

第
十

一
回
全
国
水
道
週
間
は
六

月
一
白
よ
り
七
日
ま
で
全
国
的
に

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
週

間
は
国
民
の
健
康
を
守
り
、

消
防

に
役
立
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業
を

お
こ
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
水

道
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
だ
水
道
を
使
用
し
て
い
な

い
ご
家
庭
に
は

一
日
も
阜
く
使
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
全
国
的
に
運

み

な

さ

ん

に

的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
義
務
教
育
の
充
実
、

社
会
教
育
の
振
興
が
特
に
必
要
だ

と
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

義
務
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

先
ず
教
育
環
境
の
整
備
を
促
進
し

危
険
校
舎
の
解
消
に
努
め
た
い
と

存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
新
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
、

中
央
小
学
校

萱
瀬
小
学
校
、
三
城

小
学
校
等
の
校
舎
増

改
築
工
事
及
び
竹
松

小
学
校
プ
l
ル
建
設

事
業
を
計
画
し、

単

独
事
業
と
し
て
は
竹

松
小
学
校
の
便
所、

西
大
村
小
学
校
の
0

ア

ー
ル
整
備
事
業
等
を

計
画
い
た
し
て
お
り

ま
ず
写
真

〈
西
大
村
小

学
校
の
下
校
風
景
〉

気
持
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

各
種そ
のの
催 利
し 用 i古
も 度 iζ: 
のも :尽
に増 :会i
大加 i館.
いし:~~:
に て 3三

末IJ参 i営:
用 り

動
す
る
も
の
で
す
。

水
道
部
で
は
こ
の
週
間
中
つ
ぎ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
浄
水
場
の
一
般
開
放

坂
口
の
浄
水
場
を
開
放
し
ま
す

こ
こ
は
水
道
水
の
製
造
工
場
で

す。マ
給
水
栓
お
よ
び
上
部
の
取
替
が

半
額

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

大
村
市
文
化
長
興
の
た
め
の
施
設

と
し
て
マ
ナ

i
の
醸
成
等
に
も
意

を
用
い
る
と
与

に
施
設
の
拡
充
舞

台
運
営
の
技
術
の
向
上
を
図
灯、

市
民
の
た
め
の
文
化
的
活
用
の
場

と
し
て
運
営
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す。
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青
空
の
も
と

二
千
五
百
人
が
つ
ど
う

力
強
く
街
中
を
行
進

快
晴
の
五
月
十
八
日
、
国
体
完

遂
市
民
総
決
起
大
会
は
市
営
陸
上

グ
ラ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
二
千
五

百
人
の
市
民
が
参
加
し
て
聞
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
「
国
体
を
成
功
さ
せ
よ

う
」
を
合
言
葉
に
、
三
域
小
学
校

西
大
村
中
学
校
の
二
会
場
か
ら
行

りむおお市政だより

追
を
は
じ
め
た
参
加
者
は
、
大
村

駅
前
、
ア
ー

ケ
ー
ド
、

本
町
西
居

街
を
へ
て
市
営
グ
ラ
ン
ド
ま
で
の

行
程
を
力
強
く
行
進
し
ま
し
た。

国
体
の
小
旗
を
振
っ
て
こ
た
え

る
市
民
、
わ
が
子
の
行
進
に
目
を

細
め
る
お
か
あ
さ
ん
の
姿
が
み
ら

れ
、
子
供
会
旗
を
に
ぎ
り
し
め
真

剣
な
表
情
で
行
進
す
る
チ
ピ
ッ
コ

の
愛
ら
し
さ
と
対
照
に
、
国
体
エ

プ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル
の
堂
々

た
る
婦
人
会
の
行
進
は
、

ま
さ
に
こ
の
日
の
主
役
に

ふ
さ
わ
し
い
風
景
を
か
も

し
て
い
ま
し
た
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん

と
共
に
国
体
を
成

功
さ
せ
よ
う
」

主
会
場
で
は
大
石
満
雄

事
務
局
長
の
開
会
宣
言
に

は
じ
ま
り
、
国
旗
、
国
体

旗
掲
揚
、
続
い
て
松
本
寅

一
会
長
が
「
市
民
の
み
な

， 
， 

さ
ん
と
共
に
国
体
を
成
品
さ
せ
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
県
知
事

等
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
少
年
代
表

大
岡
雅
則
君
な
ど
が
決
意
表
明
を

し
ま
し
た
。

会
場
で
は
百
羽
の
鳩
が
舞
い
あ

が
り
大
会
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
ま

し
た。
国
体
成
功
の
た
め

マ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
国
体
完

グ
危
い
、
国
鉄
事
故
グ

4
J司

遂
市
民
総
決
起
大
会
を
記
念
し

て
陸
上
競
技
場
周
辺
に
つ
つ
じ

等
二
百
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

マ
東
京
屋
田
中
豊
さ
ん
は
、
街
を

き
れ
い
に

L
て
国
体
を
迎
え
よ

う
と
、
竹
ほ
お
き
二
百
本
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

マ
大
村
湾
漁
業
協
同
組
合
は
、
国

体
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
天

幕

一
張
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

鉄
道
事
故
防
止
に
協
力
を

国
鉄
で
は
六
月
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
「
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
」

を
お
こ
な
い
ま
す
。

さ
て
、
市
内
に
お
け
る
過
去
の

事
故
件
数
は
、
昭
和
四
十
二
年
度

十
三
件
、
昭
和
四
十
三
年
度
五
件

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
た

だ
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

る
も
の
と
深
ぐ
感
謝
し
て
い
ま
ず

と
こ
ろ
が
他
地
区
で
は
線
路
上

に
石
を
置
い
た
た
め
の
脱
線
事
故

で
何
時
間
も
汽
車
を
止
め
た
り
、

警
報
機
が
鳴
っ

て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
踏
切
を
通
過
し
よ
う
と
し

て
事
故
を
起
す
な
ど
、
大
き
な
事

故
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

国
鉄
事
故
は
人
命
だ
け
で
な
く

あ
な
た
の
財
産
ま
で
も
一
瞬
に
し

て
失
い
、
一
家
路
頭
に
迷
う
結
果

を
ま
ね
き
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
に
つ

い
て
ご
協
力
下
さ
い

マ
踏
切
で
は
必
ず
止
ま
っ
て
、
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
通
り
ま
し

ト」
F
k
j
J

。

マ
自
動
車
等
が
踏
切
で
故
障
し
た

と
き
は
ま
ず
列
車
を
止
め
る
手

配
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
た

め
赤
色
旗
、
発
煙
筒
を
備
え
つ

け
ま
し
ょ
う
.

マ
線
路
通
行
は
危
険
で
す
。
お
互

に
注
意
し
あ
っ
て
線
路
を
通
っ

た
り
、
線
路
付
近
で
子
供
さ
ん

を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
.

れ六
る月
人二
十
抹 日
消!こ
さ追
れ加
る登
人録
c 

六
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
に

追
加
登
録
さ
れ
る
人
お
よ
び
選
挙

人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
人
を
記

載
し
た
書
面
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

一
般
に
縦
覧
し
ま
す
。

J 選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

マ
縦
覧
期
間

六
月
八
日
か
ら
六

月
十
四
日
ま
で
(
午
前
八
時
三

十
分
l
午
後
五
時
)

マ
縦
覧
場
所
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

各

出

張

所

社
会
福
祉
事
業
へ
寄
附

マ
市
内
片
町

一
六
六
番
地
梅
田

博
さ
ん
は
、
亡
父
房
雄
さ
ん
の
忌

明
に
際
し
金

一
封
を
市
善
意
銀
行

へ
預
託
さ
れ
ま
し
た

訂

正
五
月
二
十
日
号
、

社
会
福
祉
事

業
資
金
へ
寄
附
さ
れ
た
玖
島
郷
大

村
美
輝
さ
ん
は
、
種
村
美
輝
さ
ん

で
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま

す。

月日|所在地 ;科目 |医院名|電話
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6月の日曜当番医
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原
爆
特
別
被
災
者
へ

空
特
別
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
で
次
に
該
当
す
る
方
は

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
手

帳
を
持
ワ
て
社
会
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

マ
特
別
手
当
原
爆
の
傷
害
作
用

に
よ
る
負
傷
ま
た
は
疾
病
と
認
定

さ
れ
た
特
別
被
爆
者
(
認
定
患
者

)
で
、
現
に
そ
の
負
傷
又
は
疾
病

の
状
態
に
あ
る
人

手
当
額
月
、
壱
万
円

マ
健
康
管
理
手
当
特
別
被
爆
者

で
造
血
機
能
障
害
、
肝
臓
機
能
障

害
を
伴
う
疾
病
に
り
患
し
て
い
る

人
で

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
①
六

十
五
才
以
上
の

人

②

身
体
障
害

者
③
母
子
世
帯
の
母
親

手
当
額
月
、
三
千
円

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

早
く昭和

十
六
年
十
二
月
八
日
以
降

戦
争
公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
旧
軍

人
、
軍
属
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

(
三
万
円
)
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
請
求
し
て
な
い
方
は
至
急

社
会
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

'u 

昭
和
四
十
四
年
六

マ
請
求
期
限

月
三
十
日

マ
受
給
要
件
昭
和
二
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月

末
日
ま
で
に
弔
慰
金
を
う
け
た

も
の
で
昭
和
四
十
年
三
月
末
日

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
ま
た
は

遺
族
年
金
な
ど
を
う
け
る
も
の

が
い
な
い
三
親
等
内
の
遺
族
。

特
定
者
に
対
す
る

国
鉄
通
勤
定
期
券
割
引

特
定
者
に
対
す
る
国
鉄
の
通
勤

定
期
乗
車
券
の
特
別
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

マ
生
活
保
護
法
の
定
め
に
よ
り
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
。

マ
国
民
年
金
法
の
定
め
に
よ
り
母

子
福
祉
年
金
ま
た
は
準
母
子
福
祉

年
金
の
支
給
を
う
け
て
い
る
世
帯

マ
児
童
扶
養
手
当
法
の
定
め
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯
。

引
揚
者
特
別
交
付
金
の

請
求外地
よ
り
引
揚
げ
た
か
た
は
特

別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
か
ら

請
求
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
請
求

市
有
不
用
物
件
を
公
売

市
で
は
不
用
と
な
っ
た
自
動
車

を
つ
ぎ
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件
小
型
貨
物
自
動
車

一
台
、
乗
合
自
動
車

一
台

マ
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

マ
入
札
と
開
札
の
日
時
場
所
六

月
五
日
‘
午
前
十
時
か
ら
十
一

時
ま
で
乾
馬
場
郷
二
四
六
l
五

市
土
木
課
車
庫
に
お
い
て

マ
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百

て目一期
下に日 F良
さネ士とは
い一会な昭
。課つ和
でて四
請い十
求ま五
手す年
続か 三
きら月
を、三

し早十

女
子
青
年
学
級

女
子
青
年
学
級
の
申
込
〆
切
を

六
月
十
日
に
早
め
ま
す
。
希
望
の

方
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

海
上
火
薬
輸
送

五
月
二
十
二
日
よ
り
六
月
二
十

一
日
ま
で
市
内
港
町
を
九
時
三
十

分
に
出
発
、
ガ
ロ

l
島
へ
毎
日
火

薬
二
十
五
キ
ロ
を
輸
送
し
ま
す
。

船
に
は
火
薬
と
記
し
た
赤
い
旗

を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
も
よ
り
の

船
舶
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

あなたが守る

!ー無料結核健康診断一|
あなたの健康

νントゲン車が巡回 して

結核健康診断を行ないます。気軽にもれなく

受診しましょう。

いらない犬は回収箱に

百
日
稜
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ

を
六
月
十
六
日
よ
り
実

施

分
の
五
以
上
の
現
金

マ
そ
の
他
当
日
は
印
か
ん
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
.
く
わ

し
い
こ
と
は
市
会
計
課
へ
。

日
程
は
次
号
(
十
日
号
)
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

市
道
の
交
通
止

配
水
管
布
設
工
事
の
た
め
五
月

十
八
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

次
の
箇
所
が
交
通
止
に
な
り
ま
す

マ
竹
松
住
宅
古
賀
崎
線
交
点
1
竹

松
駅
草
摘
線

い
ら
な
く
な
っ
た
犬
を
捨
て
ま

す
と
野
犬
と
な
っ
て
多
く
の
被
害

を
あ
た
え
ま
す
。

毎
月
十
四
日
に
市
役
所
、
、
西
大

村
出
張
所
、
竹
松
出
張
所
で
不
要

犬
の
回
収
箱
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
か
な
ら
ず
こ
の
中
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

菊
の
苗
を
あ
っ
せ
ん

国
体
協
力
大
村
菊
の
会
で
は
、

国
体
用
菊
(
大
輪
咲
)
の
育
苗
中

で
す
が
御
入
用
の
方
に
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。
農
林
水
産
課
へ

間

後木場公民館 9.30-10.30
6月11目大多武婦人 ホーム 11.00-12.00
横山頭公民館 13.30-15.00

上 久原公民館 9.30-10.30

前舟津公民館 13.30-15:00

岩舟パス停前 9.30-10.30
6丹13目 須 田ノ木沢商居前 11.00-12.00
片町長尾商庖前 13.00-14.00
稲荷町消防庫 14.30-15.30 

赤佐古公民館 9.30-10.30 

B月16田
桜ケ丘旅館街 11.00-12.00 
柴田公民館 13.00-14.0。
水計岩崎宅前 14.30-15.30 

9.30-10.30 
宮小 公民館 11.00-12.00 

6月17目 竹松津 田商庖前 13.00-14.00 
橋 口病院横 14.30-15.30 

鬼橋公民 館 9.30-10.30 

B月18目
竹松農協支所 11.00-12.00 
竹松 本町公民館 13.00-14.30 
竹 松住宅前 15.00-16.00 

原口住宅遊園地 9.30-10.30 
6 ~19 目 原 口 公民 館 11.00-12.00 
小路 口 住宅 13.30-15.00 

6月21日|雄 カ原公民館 110.00-11.00

時所場自

、
" 

， ， 
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